
関
東
支
部
忘
年
懇
親
会
を
開
催
し
ま
す

＝
11
月
28
日
㈭ 

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル（
竹
橋
） 

ぜ
ひ
ご
参
加
を
＝

　

今
年
は
、
５
月
に
開
催
し
た
「
新
緑

の
つ
ど
い
」
と
同
じ
会
場
で
、
色
鮮
や

か
な
紅
葉
を
愛
で
な
が
ら
忘
年
懇
親
会

を
開
催
し
ま
す
。
ご
無
沙
汰
し
て
い
る

仲
間
と
旧
交
を
温
め
る
機
会
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

期
日　

�

11
月
28
日
㈭　

12
時
～
14
時

11
時
30
分
よ
り
受
付

会
場　

�

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京
11
階

「
孔
雀
の
間
」

　
　

当
日
連
絡
先
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局

�

☎
０
７
０（
２
６
２
９
）６
１
５
８

　
　

○�

東
京
メ
ト
ロ
東
西
線
竹
橋
駅
３

ｂ
出
口
直
結
徒
歩
３
分

　
　

○�

東
京
メ
ト
ロ
千
代
田
線
大
手
町

駅
Ｃ
２
出
口
徒
歩
７
分

　
　

〇�

都
営
三
田
線
・
新
宿
線
／
東
京

メ
ト
ロ
半
蔵
門
線
神
保
町
駅
Ａ

９
出
口
徒
歩
７
分

　
　

＊�

竹
橋
駅
の
３
ｂ
出
口
は
階
段
の

み
で
す
。
皇
居
側
に
出
る
２
番

出
口
付
近
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
あ
り
ま
す
。

会
費　

８
５
０
０
円
（
同
伴
者
同
額
）

◆
懇
親
会
形
式
・
そ
の
他

〇�

立
食
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
で
す
が
、

椅
子
も
可
能
な
限
り
用
意
し
ま
す
。

〇�

例
年
ど
お
り
抽
選
会
も
行
い
、
景
品

に
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
や
Ｊ
Ｔ
Ｂ

旅
行
券
な
ど
を
用
意
し
ま
す
。

〇�

お
土
産
に
「
旅
の
絵
ご
よ
み
」
１
本

を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
参
加
申
込

同
封
の
参
加
通
知
ハ
ガ
キ
を
11
月
21

日
㈭
事
務
局
必
着
と
な
る
よ
う
、
ご
投

函
く
だ
さ
い
。

◆
会
費
の
支
払
い

○�

同
封
の
郵
便
払
込
取
扱
票
で
、
11
月

21
日
㈭
ま
で
に
郵
便
局
に
て
お
払
い

込
み
く
だ
さ
い
。
銀
行
で
は
取
り
扱

い
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
を
。

○�

払
込
手
数
料
は
関
東
支
部
が
負
担
。

○�

１
枚
で
２
人
分
以
上
を
払
い
込
む
場

合
は
通
信
欄
に
参
加
者
名
を
記
入
。

○�

念
の
た
め
、
当
日
受
領
証
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

◆
取
消
料

　

11
月
25
日
㈪
、
17
時
ま
で
に
取
消
の

場
合
は
無
料
。
そ
れ
以
降
は
、
当
日
取

消
を
含
め
６
０
０
０
円
を
い
た
だ
き
ま

す
。
入
金
済
の
場
合
は
、
ご
指
定
の
口

座
に
振
込
手
数
料
を
差
し
引
い
た
金
額

を
返
金
、
未
入
金
の
場
合
は
請
求
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
ル
ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
ー

　

ル
ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
は
事
前
予
約
制

で
の
取
り
扱
い
の
み
で
、
既
に
７
月
31

日
に
締
め
切
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

今
年
も
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
、
会
場
で
の

販
売
は
行
い
ま
せ
ん
。

参
加
者
募
集

お
申
し
込
み
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ

︵
所
属
倶
楽
部
名
・
年
齢
要
︶

北
関
東
倶
楽
部
忘
年
懇
親
会

�

（
１
泊
２
日
）

名
峰
谷
川
岳
の
麓
に
あ
る
谷
川
温
泉

「
金
盛
館
せ
ゝ
ら
ぎ
」
で
忘
年
懇
親
会

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
会
員

の
皆
様
の
親
睦
を
深
め
て
い
た
だ
き
た

く
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
の
ご

参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

期
日　

�
12
月
２
日
㈪
～
３
日
㈫

　
　
　

�

現
地
集
合
・
解
散

18
時
開
宴
（
受
付
16
時
30
分
～
）

会
場　

�

谷
川
温
泉
「
金
盛
館
せ
ゝ
ら
ぎ
」

�

☎
０
２
７
８
（
７
２
）
３
２
６
０

　
　
　
Ｊ
Ｒ
上
越
線
・
水
上
駅
下
車

　
　
　
（
宿
よ
り
迎
え
あ
り
・
要
電
話
）

会
費　

�

２
０
０
０
０
円
（
宿
泊
・
宴
会

時
飲
み
物
・
二
次
会
・
諸
税
込
）

取
消　

11
月
29
日
㈮
～�

１
０
０
０
円

　
　
　

当
日　
　
　
　

２
０
０
０
０
円

主
催　

北
関
東
倶
楽
部

担
当　

落
合　

守
夫

�

☎
０
９
０
（
２
６
４
３
）
５
７
５
６

＊
北
関
東
倶
楽
部
の
皆
様
は
、「
出
欠

連
絡
ハ
ガ
キ
」
を
11
月
15
日
㈮
ま
で
に

ご
投
函
く
だ
さ
い
。
他
倶
楽
部
の
方
は
、

落
合
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
ん
た
い
倶
楽
部

�

10
周
年
記
念
忘
年
懇
親
会

　

今
年
は
例
年
に
な
い
長
い
猛
暑
で
、

心
身
と
も
に
お
疲
れ
の
毎
日
と
存
じ
ま

す
。
な
ん
た
い
倶
楽
部
も
皆
様
の
ご
協

力
の
お
陰
で
、
今
年
は
10
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

皆
様
で
10
周
年
を
祝
い
、
そ
し
て
定
例

忘
年
懇
親
会
を
楽
し
く
開
催
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
皆
様
の
元
気
な
お
顔
が
そ

ろ
う
こ
と
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。

　

お
土
産
に
「
旅
の
絵
ご
よ
み
」
を
お

持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。

期
日　

12
月
７
日
㈯　

11
時
集
合

会
場　

ホ
テ
ル
丸
治

　
　

☎�

０
２
８
（
６
２
１
）
２
２
１
１

（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
宇
都
宮
支
店
の
向
い
）

会
費　

５
０
０
０
円

締
切　

12
月
２
日
㈪

主
催　

な
ん
た
い
倶
楽
部

担
当　

船
山　

里
子

�

☎
０
９
０
（
８
７
７
４
）
１
４
４
０

＝
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
年
会
費
振
替
口
座
等

�

再
登
録
の
お
願
い
＝

�

関
東
支
部
長　

西
山　

恒
夫

　

既
に
皆
様
の
お
手
元
に
、
来
年
度
以

降
の
会
費
徴
収
に
関
す
る
再
登
録
の
お

願
い
文
書
が
届
い
て
い
る
か
と
思
い
ま

す
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
シ
ス
テ
ム
変
更
に
伴
い
、

来
年
度
以
降
、
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
年
会
費
の
自

動
振
替
が
従
来
の
方
法
で
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
会
員
の
皆
様
全

員
に
再
登
録
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

っ
た
も
の
で
す
。

状
況
を
ご
斟し

ん

酌し
ゃ
く

い
た
だ
き
、
案
内
書

面
に
従
い
、
年
内
に
手
続
き
を
お
済
ま

せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

〇
登
録
方
法
は
２
と
お
り

①�

預
金
口
座
振
替
依
頼
書
に
よ
る
登
録

（
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ
送
付
）

　

従
来
ど
お
り
の
方
法
で
す
。
支
店
名

に
変
更
が
な
い
か
、
届
出
印
に
間
違
い

が
な
い
か
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

②�

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
登
録

次
の
ど
ち
ら
か
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

　

・�

銀
行
口
座
か
ら
の
振
替
（
届
出
印

の
押
印
は
不
要
）

　

・�

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
か
ら
の
引
落

（
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
が
過
ぎ
た

場
合
は
再
登
録
が
必
要
）

〇�

問
合
先
＝
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
本
部
事
務
局

☎
０
３
（
６
２
８
４
）
４
８
７
５

お
手
数
を
お
掛
け
し
申
し
訳
ご
ざ
い

ま
せ
ん
が
、
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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と
き
わ
路
倶
楽
部
忘
年
懇
親
会

　

師
走
、
令
和
６
年
締
め
括
り
の
忘
年

懇
親
会
を
開
催
し
ま
す
。
当
倶
楽
部
は
、

２
０
１
７
年
７
月
に
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
に
加
盟

し
、
今
年
で
７
年
目
を
迎
え
ま
す
。

今
年
は
三
味
線
イ
ベ
ン
ト
を
加
え
、

愉
し
い
忘
年
会
と
な
る
よ
う
企
画
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
倶
楽
部
会
員
に
加
え
、

近
隣
各
倶
楽
部
、
さ
ら
に
Ｊ
Ｔ
Ｂ
各
支

店
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
も
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

期
日　

12
月
10
日
㈫　

12
時
30
分
開
宴

会
場　

�

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ホ
テ
ル
水
戸

「
レ
ス
ト
ラ
ン
滬
（
ふ
う
）」

会
費　

７
０
０
０
円

主
催　

と
き
わ
路
倶
楽
部

担
当　

池
田　

勇

�

☎
０
９
０
（
２
６
７
０
）
９
６
６
３

『
史
跡
巡
り
シ
リ
ー
ズ
』

�

多
摩
川
七
福
神
巡
り

　

矢
口
・
下し

も

丸ま
る

子こ

地
区
は
歌
舞
伎
「
心

霊
矢や

ぐ
ち
の口
渡わ

た
し

」
で
有
名
な
南
北
朝
時
代
の

武
将
、
新
田
義よ

し

興お
き

（
新
田
義
貞
の
次
男
）

が
多
摩
川
の
矢
口
渡
で
謀
殺
さ
れ
た
と

い
う
伝
説
に
関
連
し
て
様
々
な
逸
話
や

史
跡
が
残
る
地
域
で
す
。
義
興
を
祀
る

新
田
神
社
を
中
心
に
七
福
神
を
巡
り
ま

す
。
昼
食
は
中
華
庵
「
青
樺
」
の
予
定
。

期
日　

１
月
７
日
㈫

集
合　

東
急
多
摩
川
線
武
蔵
新
田
駅

　
　
　

10
時
30
分

行
程　

�

武
蔵
新
田
駅
🚶
矢
口
中
稲
荷
神

社
（
福
禄
寿
）
🚶
頓
兵
衛
地
蔵

（
布
袋
尊
）
🚶
新
田
神
社
（
恵

比
寿
）
🚶
十
寄
神
社
（
毘
沙
門

天
）
🚶
東
八
幡
神
社
（
弁
財
天
）

🚶
矢
口
渡
遠
望
🚶
延
命
寺
（
寿

老
人
）
🚶
氷
川
神
社
（
大
黒
天
）

🚶
武
蔵
新
田
駅
🚶
青
樺
（
食
後

解
散
）

定
員　

25
名

会
費　

�

３
５
０
０
円
（
昼
食
・
保
険
込
）

　
　

＊�

七
福
神
色
紙
（
新
田
神
社
で
販

売
）
１
０
０
０
円
。
ス
タ
ン
プ

は
新
田
神
社
に
７
寺
分
用
意
さ

れ
て
い
て
他
の
神
社
に
は
あ
り

ま
せ
ん
。
各
自
で
押
印
し
ま
す
。

締
切　

12
月
20
日
㈮

取
消　

１
月
４
日
㈯
～　

３
０
０
０
円

主
催　

東
京
２
３
倶
楽
部

担
当　

杉
田　

成
次

�

☎
０
９
０
（
５
８
０
７
）
６
２
２
０

京
葉
倶
楽
部
新
年
会

京
葉
倶
楽
部
は
今
ま
で
、
初
詣
も
兼

ね
成
田
で
新
年
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
皆
様

に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
船
橋
で

人
気
の
老
舗
中
華
料
理
店
で
計
画
し
ま

し
た
。
ご
友
人
と
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ご
参
加
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

期
日　

１
月
17
日
㈮　

11
時
30
分
開
宴

会
場　

東
魁
楼
本
館

�

☎
０
４
７
（
４
２
２
）
３
５
２
９

　
　
　
Ｊ
Ｒ
船
橋
駅
徒
歩
７
分

会
費　

７
５
０
０
円

主
催　

京
葉
倶
楽
部

担
当　

金
政　

初
美

�

☎
０
８
０
（
７
５
１
２
）
３
９
８
４

＊
京
葉
倶
楽
部
の
方
に
は
、
チ
ラ
シ
お

よ
び
申
込
ハ
ガ
キ
を
同
封
し
ま
す
。
申

込
ハ
ガ
キ
は
出
欠
に
か
か
わ
ら
ず
、
12

月
11
日
㈬
ま
で
に
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

他
倶
楽
部
の
方
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
ま

た
は
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

常
磐
倶
楽
部
新
年
会

当
倶
楽
部
の
令
和
７
年
新
年
会
は
、

会
場
を
変
え
て
、
以
下
の
要
領
で
開
催

し
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

期
日　

�

１
月
21
日
㈫　

12
時
開
宴

11
時
30
分
よ
り
受
付

会
場　

�

ハ
ー
ト
柏
迎
賓
館

�

☎
０
４
（
７
１
６
３
）
１
１
１
１

　
　

＊�

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
柏
駅
東
口
１
階
、

バ
ス
乗
り
場
か
ら
送
迎
バ
ス
で

８
分
。

　
　
　

�

11
時
、
11
時
20
分
、
11
時
40
分

の
い
ず
れ
か
に
ご
乗
車
く
だ
さ

い
。
当
日
は
、
柏
駅
中
央
改
札

に
世
話
人
が
待
機
し
て
、
乗
り

場
を
ご
案
内
し
ま
す
。

会
費　

７
０
０
０
円

取
消　

１
月
13
日
㈪
～　

取
消
料
発
生

主
催　

常
磐
倶
楽
部

担
当　

土
井　

照
夫
・
倉
持　

忠
彦

＊
申
し
込
み
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ

お
願
い
し
ま
す
。

湘
南
倶
楽
部
新
年
会

昨
年
度
は
、
創
立
30
周
年
記
念
を
兼

ね
て
新
年
会
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
今

年
度
か
ら
ま
た
、
会
員
皆
で
湘
南
倶
楽

部
を
盛
り
立
て
、
新
た
な
歩
み
を
進
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
何
か
と
騒
が
し
い

世
情
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
年
が

良
い
年
に
な
る
よ
う
願
い
、
楽
し
い
宴

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

他
倶
楽
部
の
皆
様
も
含
め
、
多
数
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

期
日　

１
月
23
日
㈭　

12
時
開
宴

会
場　

崎
陽
軒
本
店
（
横
浜
駅
東
口
）

会
費　

未
定
（
お
土
産
付
）

締
切　

12
月
21
日
㈯

取
消　

前
日
18
時
～　

８
０
０
０
円

主
催　

湘
南
倶
楽
部

担
当　

大
塚　

謙
太

�

☎
FAX
０
４
６
５
（
２
４
）
１
８
０
１

　
　
　

鷲
澤  

典
子

�

☎
FAX
０
４
５
（
５
６
１
）
３
６
５
１

　
　
　

牧　

健
郎

�

☎
０
８
０
（
３
１
７
２
）
６
７
７
９

　
　
　

栗
田　

保

�

☎
０
８
０
（
５
３
８
８
）
９
９
１
６

倶
楽
部
だ
よ
り

湘

南

倶

楽

部

金
沢
八
景
「
歴
史
の
道
」
か
ら

金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
‼
（
報
告
）

　

台
風
の
接
近
や
大
雨
は
回
避
さ
れ
た

も
の
の
、
猛
暑
が
残
る
９
月
20
日
、
京

急
金
沢
八
景
駅
に
21
名
が
集
合
。
金
沢

シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
協
会
の
ガ
イ
ド
さ
ん
の

出
迎
え
を
受
け
、
３
班
に
分
か
れ
出
発
。

　

猛
暑
対
策
を
し
、
源
頼
朝
が
戦
勝
祈

願
し
て
伊
豆
三
島
明
神
を
勧
請
し
た
瀬

戸
神
社
か
ら
、
浄
土
庭
園
が
復
元
さ
れ

た
称
名
寺
ま
で
汗
だ
く
で
歩
き
、
現
存

最
古
の
武
家
文
庫
、
県
立
金
沢
文
庫
を

学
芸
員
さ
ん
の
解
説
で
見
学
。
ク
ー
ラ

ー
の
き
い
た
館
内
は
天
国
で
し
た
。

そ
の
後
、
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン

海
の
公
園
柴
口
駅
で
ガ
イ
ド
さ
ん
と
別

れ
、
南
部
市
場
駅
ま
で
乗
車
。
和
食
処

「
和
灯
」
に
て
昼
食
。
料
理
が
出
る
ま

で
の
間
ビ
ー
ル
な
ど
で
皆
さ
ん
美
味
し

そ
う
に
喉
を
潤
し
て
い
ま
し
た
。
食
後

参
加
者
募
集
一
覧�

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ
。

実
施
日

内

容

主　

催

11
月

15
日
㈮
『
街
歩
き
シ
リ
ー
ズ
』
ゆ
っ
く
り
歩
く
中
山
道
（
そ
の
壱
）
東
京
２
３

20
日
㈬
秩
父
札
所
巡
り
（
第
８
回
最
終
回
）

さ
き
た
ま

21
日
㈭
秋
色
に
染
ま
る
秋
川
渓
谷
と
五
日
市
ほ
う
と
う
を
楽
し
む

武
蔵
野

22
日
㈮
い
つ
も
と
違
う
秋
の
笠
間
を
訪
ね
て
！

常　

磐

28
日
㈭
関
東
支
部
忘
年
懇
親
会

関
東
支
部

12
月

2
日
㈪
北
関
東
倶
楽
部
忘
年
懇
親
会
（
1
泊
2
日
）

北
関
東

7
日
㈯
な
ん
た
い
倶
楽
部
10
周
年
記
忘
年
懇
親
会

な
ん
た
い

7
日
㈯
に
い
が
た
倶
楽
部
忘
年
懇
親
会

に
い
が
た

10
日
㈫
と
き
わ
路
倶
楽
部
忘
年
懇
親
会

と
き
わ
路

1
月

7
日
㈫
『
史
跡
巡
り
シ
リ
ー
ズ
』
多
摩
川
七
福
神
巡
り

東
京
２
３

17
日
㈮
京
葉
倶
楽
部
新
年
会

京　

葉

21
日
㈫
常
磐
倶
楽
部
新
年
会

常　

磐

23
日
㈭
湘
南
倶
楽
部
新
年
会

湘　

南

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
募
集
一
覧�

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
の
各
倶
楽
部
主
催
ゴ
ル
フ（
募
集
）参
照
。

開
催
日

コ
ン
ペ
名

場　

所

主　

催

11
月

20
日
㈬
第
1
5
5
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ
思
い
川
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
な
ん
た
い

25
日
㈪
第
86
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

霞
台
C
C
筑
波
コ
ー
ス
常　

磐

12
月

13
日
㈮
第
1
3
3
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
C
C
と
き
わ
路

18
日
㈬
第
1
5
6
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
C
C
な
ん
た
い
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解
散
し
市
場
で
買
い
物
を
楽
し
ん
だ
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
中
世
か
ら

風
光
明
媚
な
地
で
歌
川
広
重
の
浮
世
絵

で
知
ら
れ
た
金
沢
八
景
～
金
沢
文
庫
を

歩
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て

い
な
い
神
奈
川
の
歴
史
の
一
部
に
触
れ

た
一
日
で
し
た
。�
（
平
澤　

記
）称名寺にて

東
京
２
３
倶
楽
部

『
学
芸
シ
リ
ー
ズ
』

歌
舞
伎
座
観
劇
会
（
報
告
）

今
回
で
８
回
目
の
歌
舞
伎
座
観
劇
会

を
８
月
23
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
前
日

ま
で
の
ゲ
リ
ラ
雷
雨
も
な
く
、
当
日
は

残
暑
厳
し
い
中
39
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
ご
夫
婦
や
家
族
連

れ
が
14
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

初
め
の
演
目
は
「
髪か

み

結ゆ
い

新し
ん

三ざ

」。
中

村
勘
九
郎
の
新
三
が
、
小
悪
党
な
が
ら

骨
太
で
明
る
さ
と
押
し
出
し
の
良
さ
が

魅
力
的
。
新
三
は
大
店
の
娘
お
熊
を
誘

拐
し
百
両
を
要
求
す
る
が
、
家
主
の
長

兵
衛
（
坂
東
彌
十
郎
）
に
拐か

ど
わ

か
し
と
脅

さ
れ
、
し
ぶ
し
ぶ
30
両
に
。
し
か
し
長

兵
衛
は
、
半
分
は
骨
折
り
賃
と
し
て
自

分
が
も
ら
う
策
略
で
、
こ
の
企
み
を
知

っ
た
新
三
だ
が
・
・
・
長
兵
衛
に
こ
れ

ま
で
の
悪
事
を
訴
え
る
と
脅
さ
れ
、
結

局
納
得
さ
せ
ら
れ
る
。
２
人
の
ユ
ー
モ

ア
あ
る
駆
け
引
き
が
楽
し
め
ま
し
た
。

次
の
演
目
は
「
紅べ

に

翫か
ん

」。
浅
草
の
小

間
物
問
屋
紅
屋
勘
兵
衛
が
モ
デ
ル
と
さ

れ
、
青
竹
の
棹
と
一
升
枡
を
胸
に
三
味

線
携
え
芸
を
見
せ
て
回
っ
た
と
い
わ
れ

ま
す
。
山
開
き
を
祝
う
祭
り
で
、
虫
売

り
や
朝
顔
売
り
、
団
扇
売
り
、
蝶
々
売

り
な
ど
江
戸
を
代
表
す
る
物
売
り
や
、

角
兵
衛
獅
子
、
さ
ら
に
は
大
工
、
町
娘

達
が
、
そ
れ
ぞ
れ
華
や
か
に
踊
っ
た
後
、

人
気
者
の
紅
翫
（
中
村
橋
之
助
）
が
現

れ
そ
の
多
彩
な
芸
を
披
露
し
ま
す
。

華
や
か
で
優
雅
な
歌
舞
伎
の
舞
台
を

楽
し
み
ま
し
た
。�

（
森　

記
）

『
街
歩
き
シ
リ
ー
ズ
』
大
江
戸
ま
ち
あ
る
き

「
鬼
平
犯
科
帳
」
本
所
・
向
島
編
（
報
告
）

　

前
日
ま
で
の
暑
さ
も
和
ら
ぐ
９
月
24

日
、
菊
川
駅
に
22
名
が
参
集
。
長
谷
川

平
蔵
屋
敷
跡
を
初
め
に
「
鬼
平
情
景
」

の
高
札
を
た
ど
り
本
所
・
向
島
か
ら
浅

草
へ
と
歩
き
ま
し
た
。
長
谷
川
平
蔵
旧

居
は
元
ロ
ー
ソ
ン
の
店
舗
で
、
高
札
の

み
立
っ
て
い
ま
す
。
亀
沢
町
の
子
供
広

場
は
密
偵
相
模
の
彦
十
の
家
、
保
育
園

の
子
供
達
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

横
川
を
埋
め
立
て
た
大
横
川
親
水
公

園
は
小
川
が
流
れ
静
か
な
環
境
。
法
恩

寺
橋
で
鬼
平
情
景
「
法
恩
寺
」「
高
杉

銀
平
道
場
」
の
高
札
を
訪
ね
、
紅
葉
橋

か
ら
「
出
村
の
桜
屋
敷
」
へ
。
鬼
平
犯

科
帳
第
２
章
「
本
所
桜
屋
敷
」
の
舞
台

で
、
若
き
日
の
平
蔵
達
を
描
い
た
高
札

で
し
た
。
再
び
公
園
内
を
散
策
し
、
業

平
橋
で
休
憩
。
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
見
張

ら
れ
な
が
ら
浅
草
通
り
を
岸
井
左
馬
之

助
の
住
ま
い
「
春
慶
寺
」
の
高
札
を
後

に
桜
橋
通
り
を
向
島
へ
向
か
い
ま
し
た
。

向
島
で
は
江
戸
蕎
麦
「
僖き

蕎き
ょ
う

」
で
昼

食
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
隠
れ
家
的
な

店
で
味
も
良
く
好
評
で
し
た
。

午
後
は
見
番
通
り
か
ら
「
三
囲
神
社
」

の
高
札
を
見
て
墨
堤
を
歩
き
、「
み
め

ぐ
り
の
土
手
」「
枕
橋
」
を
過
ぎ
、
吾

妻
橋
を
渡
り
、
浅
草
に
て
解
散
し
ま
し

た
。
長
い
行
程
を
歩
き
、
参
加
の
皆
様

お
疲
れ
様
で
し
た
。�

（
杉
田　

記
）業平橋にて

同
好
会
だ
よ
り

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
同
好
会

平
成
国
際
大
学
吹
矢
体
験
会
（
報
告
）

７
月
に
、
平
成
国
際
大
学
の
学
生
を

対
象
に
吹
矢
の
体
験
会
を
行
い
ま
し
た
。

人
数
は
１
２
６
名
。
体
験
後
に
レ
ポ
ー

ト
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
誰
で
も
で
き
る
吹
矢
だ
が
、
礼
儀
作

法
や
フ
ォ
ー
ム
な
ど
、
的
に
当
て
る
だ

け
が
全
て
じ
ゃ
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

◆
挨
拶
で
始
ま
り
、
ル
ー
テ
ィ
ン
が
あ

り
、
礼
儀
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
奥
が

深
い
と
思
っ
た
。

◆
吹
矢
は
心
肺
機
能
を
使
う
の
で
、
高

齢
者
や
低
体
力
者
に
も
優
し
い
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
と
思
っ
た
。

吹
矢
は
、
健
康
、
人
と
の
触
れ
合
い
、

ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど
の
効
果
が
あ
り
、

年
齢
に
関
係
な
く
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
ぜ
ひ
、
入
会
を
お
勧
め
し
ま
す
。

�

（
指
導
員
・
関
根　

記
）

や
ぐ
る
ま（
川
柳
会
）

９
月
の
互
選
句

９
月
の
題
は
「
く
せ
」

無
意
識
で
つ
い
つ
い
開
け
る
冷
蔵
庫

�

手
塚　
　

実

ひ
ど
い
曲く

せ

毛げ

も
魅
力
に
変
え
る
名
人
芸

�

丸
木　

正
登

無
い
様
で
な
く
て
七
癖
誰
も
持
ち

�

荒
井　

春
雄

メ
ー
ル
よ
り
癖
字
嬉
し
く
手
紙
読
む

�

竹
田　

圭
子

手
抜
き
く
せ
徐
々
に
増
や
し
て
常
態
化

�

横
山　

信
之

�

（
手
塚　

記
）

皐
月
会
（
俳
句
）

９
月
の
互
選
句

　

題
は
「
自
由
」

ひ
ぐ
ら
し
や
漢
字
知
ら
ぬ
か
カ
ナ
カ
ナ
と

�

大
庭　

英
雄

無
人
駅
一
人
ベ
ン
チ
の
蝉せ

み

時し
ぐ
れ雨

�

田
中　

君
子

片か
た

陰か
げ

を
拾
ひ
ひ
ろ
い
て
遠
ま
わ
り

�

森
木　

茂
子

止
む
と
み
て
傘
な
き
肩
に
秋あ

き

時し
ぐ
れ雨

�

高
宮　

澄
子

秋あ
き

日び

和よ
り

小
缶
二
つ
で
ほ
ろ
り
か
な

�

富
岡　

遊
生

咲
き
満
つ
る
寺
の
石
塀
百さ

る
す
べ
り

日
紅

�

行
川　

春
枝

会
員
だ
よ
り

私
の
上
高
地

�

武
蔵
野　

勝
岡　

只

　

７
月
に
、
こ
の
10
年
近
く
毎
年
実
施

し
て
い
る
い
く
つ
か
の
軽
い
山
行
の
中

の
一
つ
と
し
て
、
７
年
ぶ
り
10
回
目
と

な
る
上
高
地
を
逍し

ょ
う

遙よ
う

。
田
代
池
と
大
正

池
を
の
ん
び
り
歩
い
て
き
ま
し
た
。

　

上
高
地
は
私
に
と
っ
て
様
々
な
山
行

等
に
関
わ
っ
て
お
り
、
手
許
の
記
録
を

も
と
に
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
想
い
出

が
次
々
と
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
以
下
、

①
１
９
５
８
年
５
月
の
単
独
行
。
誕

生
日
記
念
の
初
め
て
の
上
高
地
入
り
を

前
に
、
穂
高
連
峰
を
徳と

く

本ご
う

峠
か
ら
眺
め

て
み
た
い
と
思
っ
た
も
の
の
、
己
が
力

量
と
季
節
と
を
考
え
全
線
バ
ス
利
用
。

相
部
屋
の
客
と
焼
岳
を
目
指
し
た
が
、

途
中
降
雪
の
た
め
中
尾
峠
小
屋
ま
で
。

②
１
９
５
８
年
８
月
。
同
期
生
の
Ｏ

君
ら
と
３
人
で
「
裏
銀
座
コ
ー
ス
」
を

縦
走
。
ど
真
ん
中
の
三
俣
山
荘
入
り
の

後
、
大
雨
で
連
泊
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

も
の
の
、
そ
れ
以
外
は
晴
天
で
、
最
後

は
徳
澤
園
に
泊
り
上
高
地
へ
。

《
１
９
５
９
年
か
ら
ま
つ
会
発
足
》

③
１
９
６
０
年
８
月
。
か
ら
ま
つ
会

会
員
他
７
名
。
立
山
～
上
高
地
へ
の
大

縦
走
。
連
日
絶
好
の
晴
天
。
３
日
目
は

４
時
５
分
五
色
ヶ
原
山
荘
出
発
、
薬
師

岳
登
頂
後
、
太
郎
小
屋
ま
で
の
12
時
間

歌舞伎座入り口のＢＯＢ会受付
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半
の
行
程
を
15
時
間
半
か
け
て
満
喫
。

19
時
35
分
に
落
日
を
見
な
が
ら
の
小
屋

入
り
は
最
高
。
さ
ら
に
黒
部
五
郎
岳
を

経
て
双
六
小
屋
泊
り
。
休
日
が
１
日
少

な
い
私
だ
け
同
小
屋
か
ら
上
高
地
経
由

で
夜
行
列
車
に
乗
り
継
ぎ
、
翌
朝
出
勤
。

④
１
９
６
２
年
８
月
。
か
ら
ま
つ
会

会
員
他
男
性
４
名
。
今
の
高
瀬
湖
が
で

き
る
前
の
高
瀬
川
を
遡
行
し
て
伊
藤
新

道
経
由
雲
の
平
へ
。
祖じ

父い

岳
と
五
郎
澤

で
キ
ャ
ン
プ
。
帰
路
は
上
高
地
へ
。

⑤
１
９
６
６
年
８
月
。
か
ら
ま
つ
会

涸
沢
キ
ャ
ン
プ
合
宿
。
後
半
に
休
み
が

取
れ
な
い
私
は
単
独
で
、
奥
穂
高
・
前

穂
岳
・
岳
沢
経
由
で
再
度
上
高
地
へ
。

⑥
１
９
６
７
年
８
月
。
単
独
行
。
折

立
か
ら
太
郎
平
、
そ
し
て
薬
師
沢
経
由

で
高
天
ヶ
原
へ
。
夢
の
平
・
水
晶
池
・

裏
銀
座
コ
ー
ス
を
経
て
上
高
地
へ
。

⑦
１
９
７
１
年
５
月
。
誕
生
日
の
駆

け
足
山
行
。
上
高
地
の
池
巡
り
の
後
、

霧
ヶ
峰
へ
。
３
回
目
と
な
る
お
気
に
入

り
の
ク
ヌ
ル
ッ
プ
ヒ
ュ
ッ
テ
泊
。

⑧
１
９
７
８
年
７
月
。
子
ど
も
を
連

れ
て
の
家
族
山
岳
旅
行
。
新
穂
高
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
で
鍋
平
高
原
と
し
ら
か
ば
平

へ
。
そ
の
後
、
上
高
地
に
向
か
い
、
大

正
池
・
田
代
池
・
明
神
池
な
ど
観
光
。

⑨
２
０
１
７
年
６
月
。
単
独
行
。
や

ま
の
ひ
だ
や
２
泊
。
年
齢
と
体
力
を
考

え
無
理
せ
ず
に
、
明
神
池
～
大
正
池
間

の
梓
川
両
岸
の
平
坦
コ
ー
ス
を
一
巡
。

帝
国
ホ
テ
ル
で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
。

　

⑩
２
０
２
４
年
７
月
。
単
独
行
。
今

回
で
上
高
地
卒
業
。
次
回
は
ど
こ
へ
？

《
番
外
編
》１
９
８
２
年
８
月
。
単
独
行
。

折
立
～
黒
部
五
郎
岳
～
双
六
岳
を
経
て
、

１
９
６
０
年
に
は
果
た
せ
な
か
っ
た
穂

高
連
峰
を
眺
め
な
が
ら
の
小
池
新
道
～

新
穂
高
温
泉
コ
ー
ス
で
下
山
。

自
転
車
と
ワ
イ
ン
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
②

�

東
京
２
３　

栗
林　

泰
夫

　

ボ
ル
ド
ー
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
に
続
く

３
回
目
の
フ
ラ
ン
ス
自
転
車
旅
行
の
行

き
先
に
、
地
中
海
に
浮
か
ぶ
コ
ル
シ
カ

島
を
選
ん
だ
。
コ
ロ
ナ
が
蔓
延
す
る
直

前
の
２
０
１
９
年
秋
、
島
西
岸
の
首
府

ア
ジ
ャ
ク
シ
オ
に
到
着
。
小
さ
な
町
の

中
に
１
７
６
９
年
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
生
ま

れ
た
石
造
り
の
家
が
今
も
残
っ
て
い
る
。

こ
こ
を
起
点
に
９
日
間
1
周
５
５
０
㎞

の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
が
始
ま
っ
た
。

コルシカ島にて

　

コ
ル
シ
カ
島
の
面
積
は
四
国
の
ほ
ぼ

半
分
、
大
部
分
は
急
峻
な
山
地
で
標
高

２
０
０
０
ｍ
級
の
山
々
が
続
く
。
南
端

の
町
ボ
ニ
フ
ァ
シ
オ
か
ら
は
、
わ
ず
か

11
㎞
し
か
離
れ
て
い
な
い
サ
ル
デ
ィ
ニ

ア
島
（
イ
タ
リ
ア
領
）
が
よ
く
見
え
た
。

ぶ
ど
う
畑
は
点
在
す
る
が
、
盆
地
や

傾
斜
地
を
利
用
し
個
々
の
ワ
イ
ナ
リ
ー

も
小
規
模
で
か
わ
い
い
。「
海
の
中
の

ア
ル
プ
ス
」
と
形
容
さ
れ
る
山
道
を
電

動
の
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
で
疾
走
す
る
。

家
畜
の
豚
や
牛
は
ほ
ぼ
放
し
飼
い
で
よ

く
出
会
い
、
放
牧
の
ヤ
ギ
の
群
れ
に
し

ば
し
ば
ペ
ダ
ル
を
止
め
た
。
小
さ
な
港

町
で
は
ム
ー
ル
貝
や
ク
ラ
ム
チ
ャ
ウ
ダ

ー
と
白
ワ
イ
ン
を
楽
し
み
、
至
福
の
時

を
満
喫
し
た
。

こ
ん
な
自
然
豊
か
な
島
で
生
ま
れ
、

生
涯
戦
い
に
明
け
暮
れ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
。

小
説
や
映
画
の
印
象
は
こ
の
島
に
は
な

い
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
パ

リ
オ
ル
リ
ー
行
き
の
飛
行
機
に
乗
り
、

コ
ル
シ
カ
島
を
後
に
し
た
。

ふ
ら
ん
す
と
私

�

武
蔵
野　

小
林　

哲
郎

　

今
年
は
パ
リ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
盛

り
上
が
っ
た
夏
で
し
た
。
私
と
フ
ラ
ン

ス
と
の
切
っ
掛
け
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
を
早
期

退
職
し
て
金
沢
に
あ
る
私
立
大
学
の
職

員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
頃
、
か
つ
て

仏
で
日
本
商
社
社
長
を
し
て
い
た
あ
る

教
授
と
の
出
会
い
で
し
た
。
学
生
の
現

地
研
修
に
共
に
同
行
し
て
、
仏
文
化
と

そ
れ
を
形
作
る
言
葉
に
魅
力
を
感
じ
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
仕
事
を
離
れ
る

時
に
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
１
つ
が
フ

ラ
ン
ス
語
で
し
た
。

　

退
職
後
は
定
期
的
に
語
学
学
校
に
行

き
、
仏
語
検
定
を
受
け
る
こ
と
で
新
し

い
生
活
の
リ
ズ
ム
を
作
り
、
精
神
の
高

揚
感
を
持
た
せ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
以

来
10
年
、
御
茶
ノ
水
の
学
校
に
通
っ
て

ゼ
ロ
発
進
か
ら
２
級
ま
で
進
み
ま
し
た

が
、
現
在
は
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
よ
ろ
し

く
万
年
準
１
級
受
験
生
で
す
。

　

昨
年
か
ら
は
東
京
都
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
旅
行
者
向
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
仏
語

ガ
イ
ド
を
し
た
り
、
数
年
来
の
知
人
の

仏
人
と
週
１
回
ス
カ
イ
プ
で
フ
リ
ー
会

話
を
楽
し
ん
だ
り
も
し
て
い
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
に
は
仕
事
や
研
修
、
観
光

等
で
複
数
回
訪
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

が
、
住
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
コ

ロ
ナ
禍
前
に
温
め
て
い
た
パ
リ
の
大
学

で
の
外
国
人
向
け
文
化
講
座
を
受
講
す

る
こ
と
が
目
下
の
夢
で
す
。

　
「O

n apprend à tout âge 

」 

学

ぶ
の
に
年
齢
は
な
い
・
・
・
そ
う
あ
り

た
い
も
の
で
す
。

新

入

会

員

を

ご

紹

介

し

ま

す

　

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
に
新
た
に
入
会
さ
れ
た
方

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
９
月
〉

所
沢
市�

田
辺　

頌し
ょ
う

子こ

さ
ん

（
さ
き
た
ま
倶
楽
部
）

Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
応
援
運
動

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

８
月�

敬
称
略

◆
旅
行
（
出
発
分
）◆

井
筒
秀
明	

小
曽
根
利
文	

加
藤
弘
朗

小
見
山
進	

鈴
木
栄
一	

西
山
恒
夫

林　
　

守	

藤
田　

勝	

三
谷　

博

和
田
重
幸

◆
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
◆

井
上
恵
司	

内
田
寛
治	

木
次
昌
紀

小
林
哲
二	

塩
野
ま
す
み	

土
屋
洋
一

富
沢
紀
夫	

中
島
嘉
秋	

野
口
正
太
郎

牧　

健
郎

◆
お
せ
ち
の
鉄
人
◆

内
田
寛
治お

知

ら

せ

関
東
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

お
知
ら
せ
通
知
登
録
の
お
勧
め

　

ご
周
知
の
と
お
り
、
ゴ
ル
フ
関
連
記

事
は
支
部
だ
よ
り
の
掲
載
は
な
く
、
支

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
以
下
Ｈ
Ｐ
）
の
み

の
掲
載
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
支
部
だ
よ
り
の
記
事
な
ど
、

Ｈ
Ｐ
へ
移
行
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

ぜ
ひ
と
も
お
知
ら
せ
通
知
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。

「
お
知
ら
せ
通
知
登
録
」
は
、
Ｈ
Ｐ

の
ト
ッ
プ
画
面
に
お
知
ら
せ
（
訃
報
・

行
事
報
告
・
事
務
局
情
報
な
ど
）
が
掲

載
さ
れ
る
と
、
登
録
し
た
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
に
、
そ
の
お
知
ら
せ
が
自
動
的
に

届
く
便
利
な
仕
組
み
で
す
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
も
可
能
で
す
。

お
知
ら
せ
通
知
登
録
の
方
法
…
…

①�

関
東
支
部
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
画
面
右
に

あ
る
「
お
知
ら
せ
通
知
登
録
」
で
、

所
属
す
る
地
区
倶
楽
部
を
選
択
し
ま

す
（
プ
ル
ダ
ウ
ン
が
あ
る
場
合
は
そ

の
中
か
ら
選
択
）。

②�

姓
、
名
に
漢
字
で
入
力
し
、
受
信
す

る
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
入
力
し
ま
す
。

③�

登
録
を
ク
リ
ッ
ク
し
ま
す
。

④�

登
録
ア
ド
レ
ス
の
受
信
ト
レ
イ
で
通

知
登
録
を
承
認
し
て
完
了
で
す
。

な
お
、「
関
東
支
部
お
知
ら
せ
通
知
」

に
登
録
さ
れ
れ
ば
、
自
動
的
に
本
部
Ｈ

Ｐ
に
も
登
録
さ
れ
、
本
部
の
掲
載
情
報

の
通
知
も
届
き
ま
す
。

訃

報

平
林　

義
孝
さ
ん　
（
92
歳
）

�

令
和
６
年
７
月
29
日

村
松　

勝
巳
さ
ん　
（
69
歳
）

�

令
和
６
年
10
月
２
日

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

 ◎
本
部
・
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）

�

閲
覧
コ
ー
ド

ユ
ー
ザ
ー
名
＝
ｊ
ｔ
ｂ
ｏ
ｂ
ｏ
ｇ

パ
ス
ワ
ー
ド
＝
２
４
３
１
９

　

本
部
Ｈ
Ｐ
の
会
員
向
け
掲
示
板
、
お

よ
び
支
部
Ｈ
Ｐ
の
Ｊ
，
ｓ
Ｍ
ａ
ｇ
ａ
ｚ

ｉ
ｎ
ｅ
や
訃
報
、
同
好
会
だ
よ
り
、
支

部
だ
よ
り
な
ど
を
閲
覧
す
る
際
に
必
要
。

革命記念日、凱旋門にて
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